
図１ 塩水ソーラーポンドの機構 
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１．現象の特徴と研究目的  密度差による流れのもととなる，エネルギーの移動と物質の移動

は，化学反応を伴う各種工業化学プロセスの装置の中のみならず，空調などの室内環境問題，海

水と淡水の共存するような自然環境問題，など様々な分野において研究対象となり得る．本研究

は，エネルギーと物質の移動を巧みに利用する太陽熱蓄熱システムである「ソーラーポンド」を

農作物栽培施設や一般家庭において利用することを念頭に研究を行う． 
２．ソーラーポンドの概要と特徴  ソー

ラーポンドは，もともと，無機塩類を溶解

させた水溶液に太陽熱を貯め，発電あるい

は温水供給などに利用するものである．図

１に，塩水を利用した典型的なソーラーポ

ンドを示す．液は大きく３つの層に分かれ，

上部は水，下部はある濃度の塩水，そして

中間は濃度成層した水溶液である．これら

は断熱性能の高い容器の中にあり，日中は

太陽光により熱が流入し，液全体が温まる．

夜になると上部から冷却が始まり，温かい

ままの下部水溶液は上昇しようとするが，

塩類を溶解させて重いので上昇することは

ない．こうして，下部の層に太陽熱を蓄熱

することが可能となる． 
ソーラーポンド内で生じる現象を，流動，

伝熱，拡散という移動現象論的立場で考えると，連続の式，運動方程式，エネルギー方程式，拡

散方程式の４つの基礎式にしたがうことがわかる．本研究では，これらをもとに数値シミュレー

ションを実施した．シミュレーションの結果，ソーラーポンド下部における温度上昇と，夜間，

上部の水の中で生じる対流を確認できた． 
４．応用の可能性  岡山は「晴れの国」といわれるように年間を通しての日射量が多く，ソー

ラーポンドを設置するには好条件である．これまでは発電など国家プロジェクトと関連した広大

なソーラーポンドがほとんどであったが，小型化に成功すれば，一般家庭の電気温水器への補助

温水，あるいは農作物栽培施設の暖房などに利用することができ，省電力化につながる． 
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